
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

石垣市家庭教育支援チーム 

 （呼称：希・杜・南（きずな）） 

 

②活動拠点 沖縄県石垣市教育委員会 

③活動範囲 沖縄県石垣市内全域 

④組織体制 

 

   6 人 

石垣市 PTA 連合会会長、元 PTA 役員、音楽健康指導士、公民館体育部長 

 

⑤活動開始年度 平成２９年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

石垣市教育委員会いきいき学び課 

（TEL）0980-83-0373   （E-mail）kｙo‐manabi@city.ishigaki.okinawa.ｊｐ 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・親子体験講座 

 令和 5 年度は夏休み親子水泳教室、クリニカルアート体験を実施。 

・学び遊び体験広場 

 折紙を使った形の違った星を 3 種類作ったり、モルックやフロアカーリング



の体験をおこなった。 

・家庭教育支援者研修 

 『勇気づけの教育』をテーマに校長先生による講演会。 

・調理実習 

 中学生以下の子どもをもつ親に麹を使った発酵食品の調理実習を実施。 

・夏休み親子作品展 

 夏休み中に家族と作った絵画、工作等を募集して展示、表彰した。 

・広報紙の作成 

 実施した講座、講演会の情報等を知らせる。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

学び遊び体験広場では、参加者からは『作るのは少し難しかったですが、動

く遊びもあってバランスが良かった、親子で楽しく作れ、子どもも喜ぶ顔が見

れて良かった。作る楽しさと身近なものをつかって作るアイディアがとても勉

強になる。売っているもので遊ぶのではなくくふうして遊ぶのがいい』など好

評でした。 

体験講座以外にも講演会を実施し、自己肯定感を伸ばす意義、子どもへの

声かけなどを学習しました。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：学校・家庭・地域連携協力推進事業 ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


